
可
部
公
民
館
で
百
人
一
首
の
講
座
が

あ
り
、
受
講
者
有
志
が
グ
ル
ー
プ
を
結

成
し
、
現
在
ま
で
15
年
以
上
の
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
10
人
程
度
で
ス
タ
ー
ト
し

た
活
動
は
、
途
中
、
会
員
が
減
少
し
た

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
遠
方
か
ら
参

加
さ
れ
る
熱
心
な
会
員
の
支
え
等
も
あ

り
、
現
在
も
10
人
近
い
会
員
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
の一番
の
目
標
は
、
毎
年
開
か

れ
る「
ね
ん
り
ん
ピッ
ク
」への
参
加
で
す
。

「
ね
ん
り
ん
ピッ
ク
」で
は
、
協
賛
イ
ベン
ト

の一つ
と
し
て「
競
技
か
る
た
」の
交
流
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昨
年
は
、
仙
台

市
で
開
催
さ
れ
、グ
ル
ー
プ
か
ら
6
人
が

参
加
し
ま
し
た
。「
ね
ん
り
ん
ピッ
ク
」への

参
加
が
大
き
な
生
き
が
い
と
な
っ
て
お

り
、
開
催
地
で

出
会
っ
た
方
々
と

の
交
流
も
楽
し

い
も
の
で
す
。

百
人
一
首
は
マ

ン
ガ
で
も
紹
介

さ
れ
話
題
と
な

り
、
ま
た
、
地
域
の
小
学
校
や
児
童
館

で
も
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
齢
に
関
係
な
く
楽
し
め
る
の
で
子
ど

も
た
ち
に
も
っ
と
接
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、日
本
の
伝
統
文

化
の
継
承
を
願
っ
て
活
動
し
て
い
き
ま

す
。
5
月
の
連
休
に
広
島
市
で
百
人
一

首
の
全
国
大
会
も
開
か
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

「
安
来
節
同
好
会
」は
、
可
部
公
民

館
に
お
い
て
月
2
回
安
来
節
の
勉
強
会

を
行
って
い
ま
す
。

安
来
節
は
、
神
話
の
里
、
島
根
県
の

唄
で
日
本
三
大
民
謡
の一つ
で
も
あ
り
ま

す
。
唄
、三
味
線
、
絃
、
鼓
、
ど
じ
ょ
う

す
く
い
踊
り
、五
種
目
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
会
は
、
年
齢
制
限
が
な

く
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
毎
回
笑
い

あ
り
の
稽
古
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地

域
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た
り
、
高
齢
者
福

祉
施
設
等
へ
の
慰
問
活
動
を
行
って
い
ま

す
。
特
に
小
学
1
・
2
年
生
が
披
露
す

る
ど
じ
ょ
う
す
く
い
踊
り
は
、か
わ
い
さ

あ
り
で
大
爆
笑
で

す
。
今
後
も
観
て

く
だ
さ
る
方
に
喜

び
と
楽
し
み
を
提

供
し
て
い
き
た
い
と

思
って
い
ま
す
。

「
ど
じ
ょ
う
す
く

い
」ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、
踊
り
手
、
唄
い

手
、三
味
線
、
鼓
の
4
人
が
最
低
限
必

要
で
、
会
員
の
年
齢
層
も
あ
が
り
新
た

な
担
い
手
を
育
成
す
る
こ
と
が
課
題
で

す
。
全
国
大
会
と
山
陽
地
区
大
会
の
年

2
回
の
大
会
が
あ
り
、
会
員
共
通
の
目

標
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

「
高
陽
劇
団
」は
3
年
前
、
倉
掛
公

民
館
で
開
催
さ
れ
た「
高
陽
地
区
4
館

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業 

生
涯
学
習
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」に
集
ま
っ
た

芝
居
好
き
の
中
高
年
の
受
講
生
に
よ

り
、
昔
の
町
名
か
ら「
高
陽
劇
団
」と
名

付
け
、
誕
生
し
ま
し
た
。
平
均
年
齢
65

歳
、
13
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
熟
年
パ

ワ
ー
を
活
か
し
て
大
道
具
・
小
道
具
、

何
で
も
手
作
り
で
頑
張
って
い
ま
す
。

「
は
な
さ
か
じ
い
さ
ん
」を
題
材
に
し

た
、い
じ
わ
る
じ
い
さ
ん
が
花
咲
村
か
ら

倉
掛
に
や
って
来
て
交
流
す
る
話
、
高
陽

に
住
む
が
ば
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
孫
と
楽
し

く
元
気
に
暮
ら
す
話
、
定
年
退
職
し
た

夫
が
男
の
ロ
マ
ン
を
求
め
て
北
海
道
へ
旅

立
ち
宣
言
す
る
話
、
地
域
の
防
犯
講
座

で
は
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
悪
徳
セ
ー
ル
ス
マ

ン
に
騙
さ
れ
そ
う
に
な
る
話
な
ど
身
近

な
話
題
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
で
こ
れ
ま
で

20
回
公
演
し
ま
し
た
。
3
周
年
公
演
で

は
初
め
て
の
時
代
劇「
瞼
の
母
は
何
処

に
」に
挑
戦
、
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
お
芝
居
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
遊
ぶ・
学
ぶ・
仲
間
づ
く
り
」を
目
指

し
な
が
ら
、元
気
発
進
！
う
ま
く
演
じ
る

よ
り
一
生
懸
命
さ
を
観
て
い
た
だ
き
、演

劇
を
通
し
て
地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
の

輪
を
広
げ
た
い
と
思
って
い
ま
す
。一人一人

が
役
目
を
持
ち『
み
ん
な
が
主
役
の「
高

陽
劇
団
」』で
す
。

こ
れ
か
ら
の
予
定

は
、4
月
20
日（
土
）、

午
前
11
時
半
よ
り
、

真
亀
公
民
館「
け
や

き
ま
つ
り
」で
公
演
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
グ
レ
ー
プ
ス
」は
、
未
就

園
児
対
象（
歩
け
る
く
ら
い
の
1
歳
〜

3
歳
く
ら
い
ま
で
）の
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

の
グ
ル
ー
プ
で
、
主
に
毎
月
第
1
・
3
月

曜
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で
、三
入

公
民
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

リ
ト
ミ
ッ
ク
と
は
、
音
楽
を
聴
い
て
、

見
て
、
触
っ
て
!?
体
全
体
、五
感
を
す
べ

て
使
っ
た（
身
体
的
・
即
時
的
・
創
造

的
）活
動
を
通
し
て
音
感
、リ
ズ
ム
感

等
を
育
む
音
楽
教
育
で
す
。リ
ト
ミ
ッ
ク

を
通
し
て
子
ど
も
が
喜
び
、
楽
し
む
。

ま
た
、親
子
の
ス
キ
ン
シッ
プ
を
大
切
に
…

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
珍
し
い
楽
器
の
音
色
に
耳

を
す
ま
せ
た
り
、ピ
ア
ノ
に
あ
わ
せ
リ
ズ

ム
遊
び
を
し
た
り
、
季
節
を
感
じ
ら
れ

る
遊
び
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
親
子
で
の

リ
ト
ミ
ッ
ク
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
って
活
動
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
間
の
コ
ミュニ
ケ
ー

シ
ョン
の
場
と
し
て
も
楽
し
め
ま
す
。
子

ど
も
さ
ん
と一緒
に
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
興
味
の
あ
る

方
は
、
活
動
日
で
し
た
ら
い
つ
で
も
見
学

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
無
料
体
験
も
で

き
ま
す
よ
♪

ぜ
ひ
一
度
、
親
子

で
遊
び
に
来
て
み
て

く
だ
さ
い
。

▲作業前のミーティング

▲黄金山の桜▲高所作業の様子

安
佐
北
区
内
公
民
館

グループへのお問合せについては、
各公民館へお願いします。

①②可部公民館  ☎082-814-4031

　③倉掛公民館  ☎082-845-1710

　④三入公民館  ☎082-818-1418

今年1月26日、南区の黄金山で桜の木の手入れ作業が行われた。桜
の名所として知られる黄金山。昭和34年に地元有志によって約4000本
が植えられたが、その桜も弱り寿命を迎え、手入れや新たな植樹が必要
になった。そこで平成17年、続く世代の地元有志によって立ち上げられ
たのが、「黄金山さくらの会」だ。
山頂で待っていると、会員の皆さんが三々五々やってくる。チラついて

いた小雪がやんで日が差した。それでも、取材メモとカメラを探る手はかじ
かむ。集合時間の午前9時、作業前に会長の大原三千男さんからの説
明と注意。「今日の作業は、テングス病の枝と枯れ枝の撤去。無理をせ
ず、安全確認をしながら作業してください」。なるほど。皆さん、会の名前
の入ったヘルメットをかぶっている。用意された高所作業車。ボランティア

とはいえ、大掛かりな作業へ
の緊張感をうかがわせる。
　作業開始。数人の男性が
高所作業車とともに車で道を
下り、高い木の枝の手入れを
しながら少しずつ山頂へ向け
て移動する。女性中心の別
動隊は、もう少し上の道で手
の届く低い枝の手入れをしな
がら沿道のゴミ拾い。高所作
業車のゴンドラに2人の男性
が乗り、ノコギリで枝を切り落

とす。ドサリと音を立てて地面に落ち
る枝。整備された登山道は、人も車
も通る。本当に安全確認が必要だ。
他の枝と比較してほうきのようにたく
さん枝分かれしている部分がある。
「テングス病ですよ」と、教えられた。
桜にとっては命にかかわる病気。谷

へ切り落とされた普通の枯れ枝は、土へ戻せる。しかし病気の枝は、急な
斜面を降りて拾い集める。菌の飛散を防ぐため、焼却処分しないといけな
いからだ。
大原さんによると、この山の桜は現在約700本、7種類。近隣地区の

子ども会や町内会に呼びかけて子どもたちが参加する植樹は、今年で5
回目。2月に15本を植えるそうだ。3月上旬には、新たな品種2種類を2本
ずつ植樹の予定。
「次の時代に、黄金山の桜がなくなっては寂しい。少しでも助けられれ
ばうれしいですよ。子どもたちにも愛着を
持ってもらい、桜を守ってほしい」と、控えめ
に語ってくださった。桜が休眠するこの寒い
時期が、手入れに適しているそうだ。
寿命を見送り、新しい命に未来を託す。

大きな自然の営みと重なる、人間の地道
な努力。寒波に負けない熱意が見えた。
今年も華やかに咲き誇る桜の季節を迎える。

「巻き寿司を巻くこの調理器具の名前を知っていますか？」
巻き簾を見せながら、小学校で子どもたちに質問したことがありま

す。「窓に掛けてある簾に似ている。」という声が返ってきました。簾は
暑い夏、昔から使われている日除けの道具として、現在も使われてい
ます。

しかし、巻き寿司を作る家庭は少なくなってきているのではない
でしょうか。見たり、使用したりしない道具の名前を答えることは困難
です。

飽食の現代、昔から食べられてきた料理や郷土料理は失われつつ
あります。郷土料理はその地域で獲れた食材を活用して生まれた料
理です。

広島で「七度洗えば鯛の味」と言われるのは、大きさが10㎝程度の
カタクチイワシの刺身です。毎年6月10日から解禁となる広島の朝の小
いわし漁。いわし網の歴史は古く江戸時代から行われてきました。

漁法、加工は近代化されていますが、水揚げしたカタクチイワシは
いたみやすいので、すばやく、セリにかけられ食卓に届けられます。広
島の土地に居るからこそ味わえる料理といえるでしょう。

収獲されたカタクチイワシは大部分がイリコに加工されます。以前は
漁の時期には、浜にイリコが天日干しされ銀色に光っていたそうです
が、今では乾燥は機械化され、その光景は見ることはありません。

時代とともに、海の風景が変わり、その土地ならではの食も衰退し
つつあります。

昔から食べられてきた料理には、昔の暮らしの様子が想像できたり、
人の息づかいが聞こえてきたりするような、その料理にまつわる背景が
あります。また、各家庭において、親から子へと伝えられている料理も
あるでしょう。これらの料理は味わってこそ、伝わっていくものです。

今こそ、住んでいる地域の歴史を、郷土料理を通して伝え残してい
く必要があると思います。

そのためには、広島で味わえる食の経験から、その地域に誇りをも
つ子どもを育成し、その温もりを未来に繋ぐことが、私たち大人の果た
すべき役割だと考えています。

人の温もりとともに伝える食文化

Profile
広島女学院大学 人間生活学部
管理栄養学科
渡部 佳美 准教授

小長素子レポーター 市民パブリシスト

今回のらしっくレポートは、南区の黄金山で次の時代に桜を残そうと
地道な活動を続けている「黄金山さくらの会」を取材しました。

〒732-0063  広島市東区牛田東4-13-1　　　
直通TEL.082-555-8267 
代表TEL.082-228-0386 (内408)
FAX　082-227-4502
E-mail:ywata@gaines.hju.ac.jp

地
域
の
み
な
さ
ん
の
学
習
活
動
を
応
援
す
る
最
も
身
近
な
施
設

「
公
民
館
」で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
号
は
、安
佐
北
区
内
公
民
館
で
活
動
し
て
い
る
み
な
さ
ん
で
す
。

よ
う
こ
そ
公
民
館
へ

①
百
人
一
首
に
親
し
む
会

（
可
部
公
民
館
）

②
安
来
節
同
好
会

（
可
部
公
民
館
）

③
高
陽
劇
団

（
倉
掛
公
民
館
）

④
リ
ト
ミ
ッ
ク
グ
レ
ー
プ
ス

（
三
入
公
民
館
）

！

らしっくレポートらしっくレポート

人と桜、世代のリレー 黄金山さくらの会

らしっくコラム
Rashikku column

安
佐
北
区
内
公
民
館

すだれ

す

910



シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ（
前
期
）

大
学
な
ど
が
持
つ
優
れ
た
研
究
・
教

育
機
能
を
市
民
に
活
か
す
こ
と
を
目
的

に
、
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

（1）
電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、
来

所
に
よ
り
、①
希
望
講
座
名
ま
た
は
大

学
名
②
氏
名（
ふ
り
が
な
）③
住
所
④
連

絡
先（
電
話
番
号
、フ
ァッ
ク
ス
番
号
）を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
先
着
順
に
よ
り
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
各
講
座
と
も
全
回
参
加
が
前
提
で
す
。

※
郵
送（
は
が
き
等
）に
よ
る
受
付
は

　

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（2）
受
付
時
間…

月
〜
金（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
8
時
半
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま

　
で
。（
来
所
の
場
合
は
午
前
9
時
半
か

　

ら
）。土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
閉　

所
し
て
い
ま
す
。

（3）
申
込
開
始
日
が
講
座
に
よ
っ
て
異
な

　

り
ま
す
。
申
込
開
始
日
ま
で
は
お
受

　

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
左
記
の
表
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

 

（財）
広
島
市
未
来
都
市

創
造
財
団
ひ
と
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部

管
理
課
事
業
係

〒
7
3
0
-0
0
3
6 
中
区
袋
町
6
番
36
号 

☎
0
8
2
・
5
4
1
・
5
3
3
5  

5
0
8
2
・
5
4
1
・
5
6
1
1

瀬
戸
内
海
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
が

制
定
さ
れ
て
、
今
年
の
10
月
で
40
年
目

を
迎
え
ま
す
。
豊
か
で
美
し
い「
里
海
」

と
し
て
の
再
生
を
目
指
し
て
、
瀬
戸
内

海
に
お
け
る
環
境
保
全
の
重
要
性
と
文

化
や
景
観
等
多
彩
な
地
域
資
源
を
持
つ

瀬
戸
内
海
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た

め「
瀬
戸
内
海
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」と
し

て
写
真
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

①
瀬
戸
内
海
、
豊
か
で
美
し
い
里
海
と

　

そ
れ
を
育
む
流
域（
キ
ー
ワ
ー
ド…

海

　

辺
、
河
川
、
里
山
、
森
）

②
瀬
戸
内
海
の
生
業（
キ
ー
ワ
ー
ド…

　

漁
業
、
工
場
群
、
港
、
産
業
遺
産
）

③
瀬
戸
内
海
の
風
景（
キ
ー
ワ
ー
ド…

自

　

然
美
、祭
り
、伝
統
行
事
、生
活
風
景
）

　
　
　
　

6
月
10
日（
月
）消
印
有
効

　
　
　
　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
六
つ
切
り

サ
イ
ズ
ま
た
は
A
4
サ
イ
ズ
で
、
応
募

数
に
制
限
は
し
ま
せ
ん
が
、
平
成
23
年

〜
25
年
に
撮
影
し
た
未
発
表
作
品
に
限

り
ま
す
。

※
複
数
受
賞
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
撮
影
場
所
に
つ
い
て
対
象
区
域
の
制

　

限
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

応
募
票
に
必
要
事
項
を
記

入
後
、
応
募
作
品
と一
緒
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。
応
募
票
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
募
集
概
要
に
つ
い
て
詳
細
は
左
記
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（社）
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会

〒
6
5
1
-0
0
7
3 

兵
庫
県
神
戸
市

中
央
区
脇
浜
海
岸
通
1
丁
目
5
番
2
号 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
東
館 

5
階

☎
0
7
8
・
2
4
1
・
7
7
2
0

http://w
w
w
.seto.or.jp/setokyo/

安
倍
圭
子
マ
リ
ン
バ
コ
ン
サ
ー
ト

　

 

広
島

国
際
的
な
マ
リ
ン
バ（
木
琴
の一
種
）の

演
奏
家
で
あ
り
作
曲
家
で
も
あ
る
安
倍

圭
子
氏
を
招
き
、
第
1
部
で
は
広
島

ジ
ュニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
の
共
演

で
、チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
な
ど
な
じ
み
深
い
曲

を
、
第
2
部
で
は
打
楽
器
奏
者
2
人
、

マ
リ
ン
バ
奏
者
6
人
が
共
演
し
、
安
倍
圭

子
の
世
界
的
に
評
価
の
高
い
作
品
を
紹

介
し
ま
す
。

　
　
　

4
月
14
日（
日
）午
後
4
時

開
演（
午
後
3
時
30
分
開
場
）

　
　
　

広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

（
中
区
大
手
町
一丁
目
5
番
3
号
）

　
　
　

前
売
3
5
0
0
円（
全
席
自

由
、
当
日
4
0
0
0
円
）

　
　
　
　

ザ
・
ウ
ェ
ー
ブ
・
イ
ン
プ
レ
ッ

シ
ョン
ズ
Ⅱ
、
祭
り
の
太
鼓
な
ど

☎
0
8
2
・
2
7
1
・
1
4
7
7（
浅
田
）

第　
回
ガ
ル
ボ
魅
惑
の
映
画
音
楽

西
部
劇
の
世
界

多
く
の
人
々
を
魅
了
し
た
西
部
劇
の

名
作
の
数
々
に
は
、
と
て
も
印
象
的
で
今

で
も
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
名
曲

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
今
回
の「
魅
惑

の
映
画
音
楽
」で
は
、「
大
い
な
る
西
部
」

「
荒
野
の
七
人
」「
シ
ェ
ー
ン
」な
ど
素
敵
な

西
部
劇
の
映
画
音
楽
を
特
集
し
ま
す
。

　
　
　

4
月
14
日（
日
）午
後
6
時
開

演（
午
後
5
時
30
分
開
場
）

　
　
　

広
島
市
西
区
民
文
化
セ
ン

タ
ー（
西
区
横
川
新
町
6
番
1
号
）

　
　
　

1
0
0
0
円（
小
学
生
以
下

は
5
0
0
円
）

　
　
　

ガ
ル
ボ
事
務
局

☎
0
8
2
・
8
3
2
・
2
1
6
0

ひ
と
・
ま
ち
広
島
未
来
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
H
㎡（
ふ
む
ふ
む
）

第　
回
助
成
団
体
最
終
活
動

発
表
会
＆
第　
回
助
成
応
募

団
体
公
開
審
査
会

市
民
の
み
な
さ
ん
の
自
主
的
な
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
助
成
す
る
基
金
H
㎡

（
ふ
む
ふ
む
）。
広
島
の
未
来
を
つ
く
る
魅

力
あ
ふ
れ
る
活
動
の
成
果
発
表
や
こ
れ

か
ら
新
た
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

提
案
事
業
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

5
月
11
日（
土
）

最
終
活
動
発
表
会…

午
前
10
時
〜
正
午
、

公
開
審
査
会…

午
後
1
時
〜
5
時
半

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ

ザ
北
棟
4
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

（財）
広
島
市
未
来
都
市
創
造

財
団
ひ
と
・
ま
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
管
理

課
事
業
係

☎
0
8
2
・
5
4
1
・
5
3
3
5

平
成　
年
度
下
期
文
化
活
動
助

成
事
業
を
6
月
に
募
集
し
ま
す

市
民
の
み
な
さ
ん
の
自
主
的
な
文
化
活

動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
団
体
ま
た
は
個

人
の
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
事
業

に
要
す
る
経
費
の一部
を
助
成
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

音
楽
、美
術
、演
劇
、

民
俗
芸
能
な
ど
の
文
化
活
動
を
行
っ
て
い

る
団
体
ま
た
は
個
人
が
行
う
日
ご
ろ
の

活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
事
業（
出
版

物
の
発
行
は
除
く
）で
次
に
掲
げ
る
要

件
に
該
当
す
る
も
の

①
事
業
が
広
島
市
内
で
開
催
さ
れ
、
広

　

く
市
民
に
公
開
さ
れ
る
こ
と

②
非
営
利
の
事
業
で
あ
る
こ
と

③
政
治
ま
た
は
宗
教
活
動
と
関
わ
り
の

　

な
い
事
業
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　

①
文
化
活
動
の
場
が
主
と
し
て
広
島
市

　

内
に
あ
る
こ
と

②
個
人
、
ま
た
は
団
体
の
構
成
員
の
8

　

割
以
上
が
広
島
市
内
に
居
住
ま
た
は

　

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
こ
と
。
団
体
の

　

場
合
は
、
過
去
に
広
島
市
内
に
居
住

　

ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
た
も
の
も

　

含
め
8
割
以
上
で
あ
る
こ
と

③
団
体
の
所
在
地
、
ま
た
は
連
絡
先
が

　

広
島
市
内
に
あ
る
こ
と

④
目
的
、
組
織
、
代
表
者
等
団
体
の
運

　

営
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
が
あ

　

る
こ
と

⑤
国
、
地
方
公
共
団
体
お
よ
び
企
業
等

　

が
資
本
金
、
基
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら

　

に
準
ず
る
も
の
を
出
資
し
た
法
人
で

　

な
い
こ
と

⑥
非
営
利
団
体
で
あ
る
こ
と（
講
師
が

　

受
講
料
を
募
り
受
講
料
・
会
費
を
徴

　

収
す
る
教
室
等
は
助
成
対
象
外
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
月
1
日（
火
）

〜
平
成
26
年
3
月
31
日（
月
）

　
　
　
　

助
成
の
対
象
と
な
る
経
費

の
2
分
の
1
以
内
で
1
件
の
助
成
額
が

20
万
円
以
内

　
　
　
　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
左
記
お
問
い
合

わ
せ
先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

6
月
1
日（
土
）〜
30
日（
日
）

（
消
印
有
効
）

※
窓
口
受
付
時
間 

月
〜
金（
祝
日
を
除

く
）の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　

 

財
団
法
人
広
島
市
未
来

都
市
創
造
財
団 

事
業
課

〒
7
3
0
-0
8
1
2 

広
島
市
中
区
加
古
町
4
-17

☎
0
8
2
・
2
4
4
・
0
7
5
0

5
0
8
2
・
2
4
5
・
0
2
4
6

http://www.cf.city.hiroshim
a.jp/bunka/

広
島
市
N
P
O
活
動
支
援
融
資
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広
島
市
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
を
行

う
N
P
O
法
人
を
支
援
す
る
た
め
、
必

要
な
資
金
を
低
利
で
融
資
す
る
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

次
の
全
て
の
条
件
に
該
当

す
る
N
P
O
法
人

①
広
島
市
内
に「
主
た
る
事
務
所
」を

　

有
し
て
い
る
こ
と

②
N
P
O
法
の
規
定
に
よ
る
事
業
報
告

　

書
な
ど
の
所
轄
庁
へ
の
提
出
義
務
を

　

怠
っ
て
い
な
い
こ
と

③
N
P
O
法
の
規
定
に
よ
る
改
善
命
令

　

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
暴
力
団
関
係
者
で
な
い
こ
と

⑥
取
扱
金
融
機
関
の
融
資
審
査
基
準
に

　

適
合
し
、
返
済
が
確
実
に
で
き
る
見

　

込
み
が
あ
る
こ
と

　
　
　
　

N
P
O
法
人
の
定
款
に
定

め
る「
特
定
非
営
利
活
動
に
係
る
事
業
」

で
、
市
内
に
お
い
て
実
施
す
る
事
業
に
必

要
な
運
転
資
金
及
び
設
備
資
金

　
　
　

1
法
人
5
0
0
万
円
以
内

　
　
　
　

運
転
資
金…

3
年
以
内
、

設
備
資
金…

7
年
以
内

　
　
　
　

有
担
保…

年
1.7
％
、
無
担

保…

年
2.1
％（
※
平
成
24
年
度
実
績
）

　
　
　
　
　
　
　

取
扱
金
融
機
関
の

所
定
の
方
法
に
よ
り
ま
す
。

　
　
　
　

取
扱
金
融
機
関
へ
事
前
に

ご
相
談
の
う
え
申
込
書
類
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

中
国
労
働
金
庫
本
店
営
業
部

（
☎
0
8
2
・
2
6
1
・
6
4
1
1
）

中
国
労
働
金
庫
広
島
西
支
店

（
☎
0
8
2
・
2
9
2
・
6
7
1
1
）

広
島
県
信
用
組
合﹇
広
島
市
内
13
店
舗
﹈

お
客
様
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
1
2
0
・
7
4
5
・
5
3
0
）

　
　
　

広
島
市
市
民
局
市
民
活
動

推
進
課
ま
ち
づ
く
り
支
援
係

☎
0
8
2
・
5
0
4
・
2
1
1
3

　
　
　

36
イ
ベ
ン
ト

in

▲昨年の公開審査会

日　
時

場　
所

10

25

11

［シティカレッジ（前期）］

時空をこえた
<こころ>と
<ことば>

がんを知って、
がんと共に生きる

経済開発と
国際協力

5/25・6/1
6/8・6/15
6/22
土曜(全5回)
10：00 ～12：00
高校生、大学生、
社会人 60人
無料
4月15日から

6/6・6/13
6/20・6/27
木曜（全4回）
18：00 ～19：30

社会人 50人

無料
5月1日から

6/8・6/15
6/22・6/29
土曜（全8回・1日2講座）
①13：30～15：00
②15：20～16：50
高校生、大学生、
社会人 40人
無料
5月1日から

安田女子大学 広島大学日本赤十字広島看護大学

講座名

大　学

日　時

対　象
定　員

受講料

申　込

「私」の中の
「子ども」

7/4・7/11
7/18・7/25
8/1
木曜（全5回）
18：00 ～19：30
大学生、社会人
50人
無料
6月3日から

情報文化の
新しい課題

9/21・9/28
10/5・10/12
10/19・10/26
土曜（全6回）
10：30 ～12：00
高校生、大学生、
社会人 50人
無料
8月15日から

誰もが自分らしく
生きられる社会へ

9/21・9/28
10/5・10/12
10/19
土曜（全5回）
13：00 ～14：30

社会人 50人

無料
8月15日から

現代の子どもの
育ちについて
考える

9/28・10/5
10/12・10/19
土曜（全4回）
10：00 ～11：30

社会人 60人

無料
8月15日から

広島女学院大学 広島文教女子大学広島国際大学広島国際学院大学

講座名

大　学

日　時

対　象
定　員

受講料

申　込

森

会　
場

申
込
方
法 生

涯
学
習

情
報
の

森森

募
集

助
成

お
知
ら
せ

申
込
・
問
合
せ

募
集
テ
ー
マ

募
集
締
切

応
募
作
品

応
募
方
法

問
合
せ

問
合
せ

U
R
L

U
R
L

入
場
料

融
資
額

主
な
曲
目

日　
時

日　
時

場　
所

場　
所

問
合
せ

問
合
せ

入
場
料

申
込
・
問
合
せ

申
込
方
法

担
保
及
び
保
証
人

取
扱
金
融
機
関

資
金
使
途

融
資
期
間

貸
出
利
率

利
用
要
件

対
象
事
業
の
実
施
期
間

助
成
金
額

応
募
方
法

受
付
期
間

問
合
せ

対
象
と
な
る
事
業

対
象
団
体

1112



森
情
報
の

情
報
の森森

「
プ
ラ
ザ
主
催
事
業
の

ご
案
内
」に
関
す
る

お
問
合
せ
は
…

ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

〒
7
3
0
‐
0
0
3
6

広
島
市
中
区
袋
町
6
番
36
号

☎
0
8
2
・
5
4
5
・
3
9
1
1

5
0
8
2
・
5
4
5
・
3
8
3
8

広
島
市
市
民
活
動
保
険
制
度

市
民
活
動
中
に
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、

補
償
金
が
給
付
さ
れ
ま
す
。保
険
料
の

負
担
・
事
前
の
登
録
は
不
要
で
す
。

　
　

  

市
民（
市
外
居
住
者
も
含
む
）

に
よ
り
自
主
的
に
組
織
さ
れ
、広
島
市

内
に
活
動
の
本
拠
地
を
置
い
て
計
画
的

に
市
民
活
動
を
行
う
市
民
活
動
団
体

等
に
属
し
、活
動
を
行
う
方（
活
動
を

行
う
団
体
の
指
導
者
・
ス
タ
ッ
フ
、奉
仕

性
の
あ
る
活
動
を
直
接
的
に
実
践
す
る

参
加
者
）が
対
象
と
な
り
ま
す
。賠
償

責
任
に
つ
い
て
は
団
体
も
対
象
に
な
り

ま
す
。

・
広
く
公
共
の
利
益
を
目
的
と
し
た
自

　

主
的
・
自
発
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
。

・
活
動
が
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。

・
無
報
酬
で
行
っ
て
い
る
こ
と（
実
費
弁

　

償
は
無
報
酬
と
み
な
す
）

・
日
本
国
内
に
お
け
る
活
動
で
あ
る
こ
と

・
政
治
、宗
教
や
営
利
を
目
的
と
し
た
活

　

動
で
な
い
こ
と

・
自
助
的
な
活
動
や
懇
親
を
目
的
と
し

　

た
活
動
で
な
い
こ
と

・
職
場
な
ど
で
行
事
と
し
て
行
う
活
動

　

で
な
い
こ
と

・
危
険
度
の
高
い
活
動
で
な
い
こ
と

　
　
　
　

賠
償
責
任…

活
動
者
の
過
失
に
よ
り
、

　

他
人
の
身
体
・
財
物
に
損
害
を
与
え
、

　

被
害
者
か
ら
損
害
賠
償
を
求
め
ら
れ
、

　

法
律
上
の
賠
償
責
任
を
負
う
場
合
。

傷
害…

急
激
か
つ
偶
然
な
外
来
の
事
故

　

で
、活
動
者
が
死
亡
ま
た
は
負
傷
し

　

た
場
合
。

具
体
的
な
補
償
内
容
、事
後
発
生
時
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、左
記
の
問
合
せ
先

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　

  

広
島
市
市
民
局
市
民
活
動
推

進
課
ま
ち
づ
く
り
支
援
係

（
☎
0
8
2
・
5
0
4
・
2
1
1
3
）

も
し
く
は
、最
寄
り
の
区
役
所
地
域
起

こ
し
推
進
課

「
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広
島
市
で
は
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
個
性
豊
か
で
魅
力
と
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
各
区

役
所
地
域
起
こ
し
推
進
課
内
に「
ま
ち

づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
主
体
的
か
つ
継
続
的

な
活
動
を
支
援
す
る
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

①
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
相
談
・

　

助
言

②
ま
ち
づ
く
り
人
材
講
座
等
の
開
催

③
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
必
要
な
物
品

　
（
ア
ン
プ
・
マ
イ
ク
セ
ッ
ト
、テ
ン
ト
、プ

　
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
）の
無
償
貸
出
し

④
ま
ち
づ
く
り
活
動
初
動
期
の
講
師
派

　

遣
や
活
動
物
品
提
供

　
　
　

各
区
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー（
地
域
起
こ
し
推
進
課
内
）

中
区

（
☎
0
8
2
・
5
0
4
・
2
5
4
6
）

東
区

（
☎
0
8
2
・
5
6
8
・
7
7
0
5
）

南
区

（
☎
0
8
2
・
2
5
0
・
8
9
3
5
）

西
区

（
☎
0
8
2
・
5
3
2
・
0
9
2
7
）

安
佐
南
区

（
☎
0
8
2
・
8
3
1
・
4
9
2
6
）

安
佐
北
区

（
☎
0
8
2
・
8
1
9
・
3
9
0
5
）

安
芸
区

（
☎
0
8
2
・
8
2
1
・
4
9
0
5
）

佐
伯
区

（
☎
0
8
2
・
9
4
3
・
9
7
0
5
）

広
島
市
市
民
局
市
民
活
動
推
進
課

ま
ち
づ
く
り
支
援
係

（
☎
0
8
2
・
5
0
4
・
2
6
7
7
）

年
に一度
の〝
ま
ち
づ
く
り
の
祭
典
〞

「
ま
ち
づ
く
り

市
民
交
流
フ
ェ
ス
タ
」

今
年
も
5
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

に「
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
フ
ェス
タ
」を

開
催
し
ま
す
。「
ぷ
ら
っ
と
き
ん
さ
い
愛

L
o
v
e
フ
ェス
タ
〜
は
じ
ま
る
☆
笑
顔
、

見
つ
け
る
楽
し
さ
〜
」を
テ
ー
マ
に
ま
ち

づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
の
登

録
者
や
広
島
市
内
の
市
民
活
動
団
体
が

展
示
、ス
テ
ー
ジ
発
表
で
日
頃
の
活
動
の

成
果
を
発
表
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
食
品

バ
ザ
ー
、
映
画
上
映
、
子
ど
も
体
験
コ
ー

ナ
ー
な
ど
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

め
る
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
を
企
画
中

で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
ま
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

5
月
18
日（
土
）午
前
11
時

〜
午
後
5
時
、
19
日（
日
）午
前
11
時

〜
午
後
4
時

平
成　
年
度
実
施
予
定
の

主
催
事
業（
概
要
）

こ
れ
か
ら
交
流
プ
ラ
ザ
で
実
施
す
る

予
定
の
主
催
事
業
の
お
知
ら
せ
で
す
。

実
施
時
期
な
ど
の
詳
細
は
、
交
流
プ
ラ

ザ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ち
ら
し
や「
市
民

と
市
政
」で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▲昨年はみんなで協力して巨大な折り鶴を折りました！

▲バザーの様子

ユーストピア
からの

お知らせ ユーストピア会員募集中！ユーストピア会員募集中！

お近くのユーストピアへお気軽におたずねください！
ユーストピア中央

（中央勤労青少年ホーム）
広島市中区八丁堀3-2
TEL.082-222-2513

ユーストピア安佐
（安佐勤労青少年ホーム）
広島市安佐南区大町東3-25-12

TEL.082-879-1512

ユーストピア佐伯
（佐伯勤労青少年ホーム）
広島市佐伯区新宮苑11-43
TEL.082-922-8424

「ユーストピア」とは、市内3か所にある勤労青少年ホームの愛称です。
各種講座や交流行事、サークル活動などを通じて、仲間づくり、
キャリアアップもできる、働く若者たちのための施設です。
広島市内に在住もしくは通勤している35歳以下の方なら、
どなたでも会員になれます。会員登録は無料です！

仕事やライフプランに
悩んだら・・・

会議や研修会場、
趣味の活動の場をお探しですか？

ユーストピアでは、専門カウンセラーが
マンツーマンで相談に応じます。
相談料は無料です！（要予約）

ユーストピアは、
勤労青少年以外の方も有料で

利用できます！

［平成 25年度実施予定の主催事業（概要）］

問
合
せ

問
合
せ

25

相談・コーディネート事業

市民との協働プログラム

まちづくり学校

市民活動団体マネジメント講座

市民活動団体広報スキルアップ講座

今日からはじめる市民活動

プレゼンテーション講座

地域発！まちづくりワークショップ

まちかどサロン

パソコン講座

パソコンサロン

余暇活用、市民活動支援、社会人の学習支援など市民活動や生涯学習に関する相談会を実施
します。
市民活動団体と協働で市民生活に根ざした課題に関する講座・イベントを企画、実施し、団体
の育成と活動支援を行います。
まちづくり活動を進めていくうえで必要な知識や技術を体系的に段階的に学ぶ講座を実施し
ます。
市民活動団体の組織づくり・運営を支援するために「活動資金」や「組織運営」について学ぶ
講座を実施します。

市民活動への理解を促進するために広報力を高める実践的な講座を実施します。

市民活動やボランティアについての理解を深め、市民活動を始めるきっかけづくりとなる講座
を実施します。

助成申請や事業提案において役立つプレゼンテーション力の向上を図る講座を実施します。

公民館と連携・協力し、地域に根ざした課題の解決に向けてのワークショップを実施します。

生涯学習・まちづくり活動やボランティア活動などの日頃の成果を発表する場を提供します。

ワードやエクセル、画像処理やホームページ作成などパソコンの基本操作から応用的な内容の
講座を実施します。
ICTボランティアの協力により、自由にパソコンに触れ、基本的な操作を体験できる場を提供
します。

プ
ラ
ザ
主
催
事
業

プ
ラ
ザ
主
催
事
業
のの

ご
案
内

ご
案
内

対　
象

対
象
と
な
る
活
動（
市
民
活
動
）

主
な
サ
ポ
ー
ト
内
容

補
償
対
象

日　
時

1314


